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　３月23日に美郷町南体育館で第25回全県素人うたとおどりの美郷フェ
スティバル2014（同実行委員会主催）が開催されました。今年も県内各
地から多くの参加があり、予選を勝ち抜いた総勢61名が「カラオケの
部」「新舞踊の部」「民謡の部」の３部門で自慢の「うたとおどり」を
披露ました。町内の受賞者は次のとおりです。

第25回全県素人うたとおどりの
美郷フェスティバル2014　

自慢ののどと踊りを披露

　４月１日、「美郷町ふれあいセンター」から名称変更した「美郷町住民活動セン
ター」でオープニングセレモニーが開催されました。セレモニーには、日ごろから
住民活動やボランティア活動に取り組むＮＰＯ法人みさぽーとなど約40名が出席。
松田町長とセンターの指定管理者である同法人の戸澤勉理事長によるあいさつの
後、関係者によるテープカットが行われました。
　美郷町住民活動センターでは、芸術、文化サークルなどの生涯学習活動も行うこ
とができます。お気軽にご利用ください。

美郷町住民活動センターがオープンしました
生涯学習活動やボランティア活動の拠点に

■美郷町住民活動センター　☎0187（84）4922

　3月26日に名水市場湧太郎で美郷町商工会（近藤道哲会長）と美郷町企業
連携協議会（檜森吉裕会長）による新入社員の集いが開催され、この春、町
内企業に入社する13事業所30名と関係者などが出席しました。式では、主
催者による激励のあいさつに続き、新入社員を代表して相田美緒さんが「美
郷町でともに汗を流し、ともに困難を乗り越えて、それぞれの企業の繁栄と
地域社会の発展に貢献したい。社会人として成長できるよう、決意を新たに
日々精進していきます」と抱負を述べました。
　式典終了後には研修会が開催され、北都銀行人事部の伊藤末子さんがあい
さつや言葉遣いなどのビジネスマナーについて指導しました。

新入社員の集い
美郷町商工会・美郷町企業連携協議会

　春の交通安全運動の実施に併せて、４月７日に大仙警察署美郷交番で美
郷地区交通安全協会（清水源悦会長）の祈願祭が行われました。祈願祭に
は、交通安全協会員や警察署員、町職員ら約30名が出席。読経、拝礼に
続いて、清水会長は「今年は美郷町が誕生して10周年の年。事故を減ら
し、死亡事故ゼロを目指そう」と今年の交通安全を誓いました。
　また、４月８日から10日にかけて、町内３カ
所でテント村を設置し、交通安全協会員や交通指
導隊員、美郷のミズモらが道行くドライバーに交
通安全を呼び掛けました。

春の交通安全運動
交通事故のない地域を目指して

町の話題

【カラオケの部】　第３位　　　西鳥羽和幸さん
【新舞踊の部】　優　勝　　　佐藤レヱ子さん、 準優勝　中野　孝子さん
　　　　　　　　大会特別賞　石川　洋子さん、 AKT賞　伊藤伊津子さん
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M I S A T O  T O P I C S

　４月11日、美郷中学校の３年生が、友好都市東京都大田区で特産品
などの町のPR活動を行いました。この取り組みは、子どもたち一人ひ
とりが主体となって町の魅力を広く発信しようと、昨年度より修学旅
行のメニューの中に取り入れて実施しています。
　今回、美郷中学校では３年生約90人が３班に分かれ、蒲田駅東口、
西口で美郷米（２合入り）や町観光パンフレットを配布したり、美郷
町の特産品でもある仁手古サイダーの試飲や名水ラスク等の試食を行
いました。通行人からは、「修学旅行でこのような活動をするのは非
常に珍しい」「中学生にとっても非常に良い経験になると思う」とい
う声が上がるなど、とても大きな反響がありました。

友好都市東京都大田区で
美郷中学生が町のＰＲ活動

修学旅行先でも町の魅力発信
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す
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を
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独
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。
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縁
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。
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華
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で
す
。

美
郷
町
長　

松
田
知
己

美郷中学校入学式で
あいさつを述べる松田町長
美郷中学校入学式で
あいさつを述べる松田町長
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